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オリエント･エクスプレスが運営する、ケープタウンのアイコン

的ホテル、ザ･マウント･ネルソンは、４ヶ月間の月日をかけて一

部改装し、「プラネット」とネーミングされたグラマラスなレ

ストランをオープンしました。この新しいレストランは、実際

の銀河へとワープしたような雰囲気に包まれた不思議な空間で、

ケープタウンで最もホットなガストロノミー･シーンとなること

は間違いないでしょう。 

 

プラネット･レストランに一歩足を踏み入れると、最初に目に飛

び込んでくるのがスワロフスキー･クリスタルのタイルでできた

白黒の通路と星座の絵柄のカーペットです。まさに「地球を飛

び出して」到着した空間を演出しています。レストランの壁に

は十二宮の星座の絵が飾られ、窓からはホテルのゴージャスな

庭園を望みます。また、プラネット･レストランの特注で製作された３つの大型シャンデリアは、

星が放つ光を彷彿とさせる輝きで店内を満たしています。ラウンジエリアには、豪華なロングソ

ファが備わり、食前食後のカクテルを優雅にお楽しみいただけます。改装まえのソフトな造りは

今も残されていますが、その気品あるクラシックな雰囲気と新たに創られたカスタムメイドの家

具が暖かみのある白を基調とした色調がみごとに調和しています。 

 

屋外には床暖房付きのテラスが増設され、アフリカの大空の下で、美しいガーデンを眺めながら

アルフレスコスタイルの食事もお楽しみいただけます。また、照明付きラインラックに囲まれた

新しいプライベートルームにて、８名までのプライベート･ダイニングのアレンジも可能です。 

 

このレストランのデザイン同様に、メニューも大きく

変わりました。シェフ･ルディ･リーベンバーグは次の

ようにコメントしています。「料理の基礎は材料の素

晴らしい味や香りを忠実にかつ大切に取り入れることで

す。私たちの料理のアイディアと材料の風味がミックス

され、地元の食材ならではのユニークな「ケープ･クラ

シック･メニュー」が完成しました。」ルイボスで熟成

されたダチョウ、ナミビア赤蟹のラムレードソース添え



ザリガニのセビーチェなど、毎日のメニューで食と旅の楽しさを大いに盛り上げてくれます。 

 

また、シェフ･ルディは、南アフリカの伝統的なスプリン

ボック･パイ、トマトをふんだんに用いた料理、さらに日

替わりのスフレ、ベジタリアンの贅沢な小皿料理など、甘

党や食通を満足させるメニューも充実させています。 

 

夜のプラネット･レストランは、まさに至福の時間をお約

束します。息をのむようなカーペット敷きの入り口に足

を踏み入れた瞬間から、チョコレートメレンゲのデザー

トタイムまで、この上ない素晴らしいひとときをお過ご

しいただけます。 

 

	
 
オリエント･エクスプレス ( www.orient-express.com ) の名称は、１９８３年に世界で最も贅沢でエ
キサイティングな列車の旅を提供した伝説の豪華列車が起源です。オリエント･エクスプレスは五大

陸、２４カ国で、ホテル、クルーズ、さらなる列車によるラグジュアリーな旅を提供しています。 

同社は１９７６年にイタリア、ベニスの伝説のホテル･チプリアーニを購入時に誕生し、その後ベニス･シ

ンプロン･オリエント･エクスプレスとしてロンドン、パリからベニスまで運行を開始し伝説の豪華列車

の旅を蘇らせました。現在、オリエント･エクスプレスは５０に及ぶビジネスを展開しています。 

所有、または一部所有し運営する４１のホテルは、南アフリカ、ケープタウンのマウント･ネルソン、ブ

ラジル、リオのコパカバーナ･パレス、ロシア、サンクトペテルブルグのグランド･ホテル･ヨーロッパ、

メキシコ、リビエラ･マヤのマローマ･リゾート＆スパなど、世界の名だたるコレクションを所有してい

ます。また、ニューヨークの伝説的なレストラン「２１」、２つのリバークルーズ、６つの観光列車を展

開しています。 

 
オリエント･エクスプレスの詳細は、 www.orient-express.co.jp でご覧いただけます。 

オリエント･エクスプレスに関して 

このプレス･リリースに関するお問い合わせ、資料送付のご希望は、 

オリエント･エクスプレス ＰＲ代理店、ケントス･ネットワークまでご連絡ください。 

TEL： 03-3403-5328 / e-mail： info@kentosnetwork.co.jp 
http://www.kentosnetwork.co.jp 

日本での予約･問い合わせ： 

オリエント･エクスプレス   

フリーダイヤル ００５３１－６５０－５０８（一部のＩＰからはご利用いただけません） 


